
公

告

平成™˜年Ÿ月˜Ÿ日 火曜日 第œ˜š�号官 報
二

期
日

１

前
号
１
の
事
案

平
成
二
十
一
年
九
月
九
日

午

後
二
時
三
十
分
か
ら

２

前
号
２
の
事
案

平
成
二
十
一
年
九
月
十
日

午

後
二
時
三
十
分
か
ら

３

前
号
３
の
事
案

平
成
二
十
一
年
九
月
十
四
日

午
後
二
時
三
十
分
か
ら

４

前
号
４
の
事
案

平
成
二
十
一
年
九
月
十
五
日

午
後
二
時
か
ら

５

前
号
５
の
事
案

平
成
二
十
一
年
九
月
十
六
日

午
後
二
時
三
十
分
か
ら

６

前
号
６
の
事
案

平
成
二
十
一
年
九
月
二
十
九
日

午
後
二
時
三
十
分
か
ら

７

前
号
７
の
事
案

平
成
二
十
一
年
九
月
三
十
日

午
後
二
時
三
十
分
か
ら

三

場
所

１

第
一
号
１
の
事
案

東
松
山
市
松
山
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
埼
玉
県
東
松
山
市
松
本
町
一
丁
目
九
番
三

十
五
号
）

２

第
一
号
２
の
事
案

北
本
市
中
央
公
民
館
（
埼
玉

県
北
本
市
本
町
一
丁
目
二
番
地
一
）

３

第
一
号
３
の
事
案

坂
戸
市
文
化
会
館
（
埼
玉
県

坂
戸
市
元
町
十
七
番
地
一
号
）

４

第
一
号
４
の
事
案

新
潟
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
新
潟
県
新
潟
市
中
央
区
礎
町
通
三
ノ
町
二
千
八
十

六
番
地
）

５

第
一
号
５
の
事
案

下
仁
田
町
役
場
（
群
馬
県
甘

楽
郡
下
仁
田
町
大
字
下
仁
田
六
百
八
十
二
）

６

第
一
号
６
の
事
案

魚
沼
市
小
出
郷
文
化
会
館

（
新
潟
県
魚
沼
市
干
溝
千
八
百
四
十
八
番
地
一
）

７

第
一
号
７
の
事
案

小
千
谷
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

（
新
潟
県
小
千
谷
市
上
ノ
山
四
丁
目
四
番
二
号
）

四

事
案
の
要
旨

１

第
一
号
１
の
事
案

購
入
ガ
ス
の
価
格
体
系
変
更

に
伴
う
一
般
ガ
ス
事
業
供
給
約
款
の
変
更
（
総
括
原

価
見
直
し
に
よ
る
料
金
改
定
）

２

第
一
号
２
の
事
案

熱
量
変
更
終
了
に
よ
る
原
料

種
変
更
及
び
購
入
ガ
ス
の
価
格
体
系
変
更
に
伴
う
一

般
ガ
ス
事
業
供
給
約
款
の
変
更
（
総
括
原
価
見
直
し

に
よ
る
料
金
改
定
）

３

第
一
号
３
の
事
案

購
入
ガ
ス
の
価
格
体
系
変
更

に
伴
う
一
般
ガ
ス
事
業
供
給
約
款
の
変
更
（
総
括
原

価
見
直
し
に
よ
る
料
金
改
定
）

４

第
一
号
４
の
事
案

購
入
ガ
ス
の
価
格
体
系
変
更

に
伴
う
一
般
ガ
ス
事
業
供
給
約
款
の
変
更
（
総
括
原

価
見
直
し
に
よ
る
料
金
改
定
）

５

第
一
号
５
の
事
案

原
料
費
調
整
制
度
の
導
入
及

び
購
入
ガ
ス
の
価
格
体
系
変
更
に
伴
う
一
般
ガ
ス
事

業
供
給
約
款
の
変
更
（
総
括
原
価
見
直
し
に
よ
る
料

金
改
定
）

６

第
一
号
６
の
事
案

原
料
費
調
整
制
度
の
導
入
及

び
購
入
ガ
ス
の
価
格
体
系
変
更
に
伴
う
一
般
ガ
ス
事

業
供
給
約
款
の
変
更
（
総
括
原
価
見
直
し
に
よ
る
料

金
改
定
）

７

第
一
号
７
の
事
案

原
料
費
調
整
制
度
の
導
入
及

び
購
入
ガ
ス
の
価
格
体
系
変
更
に
伴
う
一
般
ガ
ス
事

業
供
給
約
款
の
変
更
（
総
括
原
価
見
直
し
に
よ
る
料

金
改
定
）

８

詳
細
は
、
関
東
経
済
産
業
局
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環

境
部
ガ
ス
事
業
課
（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
中
央
区
新

都
心
一
番
地
一

さ
い
た
ま
新
都
心
合
同
庁
舎
一
号

館
）
及
び
第
一
号
１
の
事
案
に
つ
い
て
は
松
栄
ガ
ス

株
式
会
社
（
埼
玉
県
東
松
山
市
小
松
原
町
一
七
番
地

九
）、第
一
号
２
の
事
案
に
つ
い
て
は
新
日
本
瓦
斯
株

式
会
社
（
埼
玉
県
北
本
市
古
市
場
一
丁
目
五
番
地
）、

第
一
号
３
の
事
案
に
つ
い
て
は
坂
戸
ガ
ス
株
式
会
社

（
埼
玉
県
坂
戸
市
末
広
町
三
番
地
五
）、第
一
号
４
の

事
案
に
つ
い
て
は
北
陸
瓦
斯
株
式
会
社
（
新
潟
県
新

潟
市
中
央
区
東
大
通
一
丁
目
二
番
二
十
三
号
）、第
一

号
５
の
事
案
に
つ
い
て
は
下
仁
田
町
役
場
（
群
馬
県

甘
楽
郡
下
仁
田
町
大
字
下
仁
田
六
百
八
十
二
）、第
一

号
６
の
事
案
に
つ
い
て
は
魚
沼
市
小
出
企
業
庁
舎

（
新
潟
県
魚
沼
市
小
出
島
七
百
八
十
八
）、第
一
号
７

の
事
案
に
つ
い
て
は
小
千
谷
市
ガ
ス
水
道
局
（
新
潟

県
小
千
谷
市
千
谷
川
一
丁
目
十
三
番
一
号
）
に
お
い

て
閲
覧
に
供
す
る
。

五

そ
の
他

１

公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者

は
、
別
記
様
式
に
よ
り
、
住
所
（
郵
便
番
号
及
び
電

話
が
あ
る
場
合
は
電
話
番
号
を
付
記
す
る
こ
と
。）、

氏
名
（
ふ
り
が
な
を
付
す
こ
と
。）、
職
業
（
団
体
又

は
企
業
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
所
在
地
及
び
代

表
者
の
氏
名
並
び
に
そ
の
団
体
又
は
企
業
を
代
表
し

て
意
見
を
陳
述
す
る
者
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
を
付
す

こ
と
。）及
び
職
名
）
及
び
意
見
の
概
要
を
記
載
し
た

関
東
経
済
産
業
局
長
あ
て
の
意
見
陳
述
届
出
書
（
一

人
一
通
に
限
る
。）を
作
成
し
、
封
筒
の
表
に
「
〇
〇

株
式
会
社
関
係
公
聴
会
陳
述
希
望
」
の
旨
を
記
載
し

て
、
第
一
号
１
の
事
案
に
つ
い
て
は
平
成
二
十
一
年

八
月
二
十
五
日
ま
で
に
、
第
一
号
２
の
事
案
に
つ
い

て
は
平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
六
日
ま
で
に
、
第
一

号
３
の
事
案
に
つ
い
て
は
平
成
二
十
一
年
八
月
三
十

一
日
ま
で
に
、
第
一
号
４
の
事
案
に
つ
い
て
は
平
成

二
十
一
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
第
一
号
５
の
事

案
に
つ
い
て
は
平
成
二
十
一
年
九
月
一
日
ま
で
に
、

第
一
号
６
の
事
案
に
つ
い
て
は
平
成
二
十
一
年
九
月

十
四
日
ま
で
に
、
第
一
号
７
の
事
案
に
つ
い
て
は
平

成
二
十
一
年
九
月
十
五
日
ま
で
に
関
東
経
済
産
業
局

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
部
ガ
ス
事
業
課
（
郵
便
番
号

三
三
〇
e

九
七
一
五

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
中
央
区

新
都
心
一
番
地
一

さ
い
た
ま
新
都
心
合
同
庁
舎
一

号
館
）
に
到
達
す
る
よ
う
提
出
す
る
こ
と
。

な
お
、
意
見
陳
述
の
届
出
が
多
数
の
場
合
は
、
関

東
経
済
産
業
局
長
が
意
見
を
述
べ
る
こ
と
の
で
き
る

者
を
指
定
の
上
、そ
の
旨
を
届
出
者
あ
て
通
知
す
る
。

２

傍
聴
を
希
望
す
る
者
は
、
郵
便
往
復
は
が
き
（
住

所
、
氏
名
及
び
「
〇
〇
株
式
会
社
関
係
公
聴
会
傍
聴

希
望
」
の
旨
並
び
に
返
信
用
は
が
き
の
あ
て
先
を
必

ず
明
記
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
一
人
一
通
に
限
る
。）

に
よ
り
、
第
一
号
１
の
事
案
に
つ
い
て
は
平
成
二
十

一
年
八
月
二
十
五
日
ま
で
に
、
第
一
号
２
の
事
案
に

つ
い
て
は
平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
六
日
ま
で
に
、

第
一
号
３
の
事
案
に
つ
い
て
は
平
成
二
十
一
年
八
月

三
十
一
日
ま
で
に
、
第
一
号
４
の
事
案
に
つ
い
て
は

平
成
二
十
一
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
第
一
号
５

の
事
案
に
つ
い
て
は
平
成
二
十
一
年
九
月
一
日
ま
で

に
、
第
一
号
６
の
事
案
に
つ
い
て
は
平
成
二
十
一
年

九
月
十
四
日
ま
で
に
、
第
一
号
７
の
事
案
に
つ
い
て

は
平
成
二
十
一
年
九
月
十
五
日
ま
で
に
関
東
経
済
産

業
局
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
部
ガ
ス
事
業
課
（
郵
便

番
号
三
三
〇
e

九
七
一
五

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
中

央
区
新
都
心
一
番
地
一

さ
い
た
ま
新
都
心
合
同
庁

舎
一
号
館
）
に
到
達
す
る
よ
う
申
し
込
む
こ
と
。

な
お
、
傍
聴
申
込
み
が
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に

よ
り
傍
聴
者
を
指
定
の
上
、
そ
の
旨
を
申
込
者
あ
て

通
知
す
る
。

３

公
聴
会
が
前
記
第
二
号
の
期
日
中
に
終
了
し
な
い

と
き
は
、
翌
日
以
降
も
続
行
す
る
。

４

期
日
ま
で
に
意
見
陳
述
届
出
書
の
提
出
が
な
い
場

合
は
、
公
聴
会
は
開
催
し
な
い
も
の
と
す
る
。

様
式

意
見
陳
述
届
出
書

関
東
経
済
産
業
局
長
殿

届
出
者
氏
名

（
ふ
り
が
な
）（
郵
便
番
号
）

住
所
（
電
話
番
号
）

職
業

〇
〇
株
式
会
社
申
請
の
一
般
ガ
ス
供
給
約
款
の
変
更
の

認
可
に
係
る
公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
た
い
の

で
、
次
の
と
お
り
意
見
の
概
要
を
付
し
て
届
け
出
ま
す
。

（
意
見
の
概
要
）

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
CEEB

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
@DDA備

考１
届
出
書
の
用
紙
の
大
き
さ
は
、
で
き
る
限
り
日

本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
こ
と
。

２
意
見
の
概
要
は
、
で
き
る
限
り
所
定
の
欄
に
記

載
す
る
こ
と
と
し
、
意
見
の
詳
細
を
記
載
す
る
場

合
に
は
、
別
紙
に
記
載
し
て
届
出
書
に
添
付
す
る

こ
と
。

３
団
体
又
は
企
業
の
場
合
は
、
氏
名
の
欄
に
は
そ

の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
そ
の
団
体
又
は
企

業
を
代
表
し
て
意
見
を
陳
述
す
る
者
の
氏
名
（
ふ

り
が
な
を
付
す
こ
と
。）を
、
住
所
の
欄
に
は
そ
の

団
体
又
は
企
業
の
所
在
地
を
、
職
業
の
欄
に
は
そ

の
団
体
又
は
企
業
を
代
表
し
て
意
見
を
陳
述
す
る

者
の
職
名
を
記
載
す
る
こ
と
。

諸

事

項鉱
業
財
団

岡
山
県
新
見
市
足
立
3
8
9
3番
地
足
立
石
灰
工
業
株
式
会

社
の
鉱
業
財
団
に
岡
山
県
新
見
市
足
立
3
8
9
3番
地
足
立
石

灰
工
業
株
式
会
社
の
機
械
、
器
具
等
を
追
加
す
る
変
更
登

記
申
請
に
係
る
動
産
に
つ
き
権
利
を
有
す
る
者
、
差
押
、

仮
差
押
又
は
仮
処
分
債
権
者
は
、
本
日
か
ら
3
2日
以
内
に

権
利
を
申
し
出
て
下
さ
い
。

平
成

2
1
年
８
月

1
8
日
岡
山
地
方
法
務
局
高
梁
支
局
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